倉敷市道路および普通河川等の用途廃止申請手順
【概要】
用途廃止とは，行政用途に使用している財産（道路や水路など）について，行政上の必要性がなくなったため用途を廃止することで，用途廃止された財産は「普通財産」となり，処分することができます。つまり，道路や水路の払下げ等を希望する場合に必要な一連の手続きのひとつです。
　用途廃止された普通財産は財産活用課に引継ぎ処分の手続きを行います。
【手続きの流れ】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　必要書類
	①事前協議


	用途廃止が可能かどうか道路管理課（建設課）及び耕地水路課（産業課）にご相談ください。
	位置図

公図

	↓


	
	

	②利害関係者の同意


	隣接土地所有者，町内会長，農業土木委員，利害関係者等の承諾が得られるかどうか確認して下さい。(接点も含みます)

· 隣接土地所有者を登記簿で確認して下さい。
	公図
登記簿

	↓


	
	

	③境界立会


	申請地の隣接土地所有者と立会し，境界を確定して下さい。
	境界確認依頼書

証明願

	↓

	
	

	④用途廃止申請
	必要書類：別紙
	別紙

	↓


	
	

	⑤用途廃止申請地の分筆等登記
	用途廃止申請地の分筆等必要な登記を行って下さい。
	

	　　↓

	
	

	⑥代替施設寄付申請
	代替施設がある場合は代替え施設の寄付申請を行って下さい。
	寄付申請書

	　　↓

	
	

	⑦処分の手続き


	財産活用課へ引継ぎ処分の手続きを行います。
	


